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1 序論 

近年、中国の太湖流域は急激な経済発展に伴う水

環境汚染の進行により、毎年夏季にアオコが大量に

発生するなどの富栄養化問題が深刻化しており、当

流域の社会、経済などの持続可能な発展に大きな支

障を与えている。この問題の実態を把握するために、

本研究は、太湖流域の水環境変遷について既往資料

を分析するとともに生態学的見地から現地調査、水

質計測を行った。また、太湖において藍藻のミクロ

キスティス(Microcystis)増殖による富栄養化の現状

を背景に、太湖に生存している水生植物のセキショ

ウモ(Vallisneria asiatica)の水環境修復の機能に着目

し、太湖の富栄養化の軽減および太湖の藻類の抑制

に対する水生植物の効果とメカニズムの検討を目的

に基礎的室内実験研究を実施した。 

2 材料と方法 

2.1 調査地の概要 

太湖流域は中国の長江デルタ南部に位置し、東経

119°08′、北緯30°05′である。太湖は中国で三番目に大

きな淡水湖で水面面積は2338 km2、平均水深は1.95 m、

最大水深は2.65 mである。流域内の河川水系の水調節

及び生態系保全上、太湖は重要な役割を担っている。 

2.2 調査方法 

2011年 6月初旬と 7月末に太湖の東南部の東太湖及

び北部の梅梁湾を中心に現地調査を行なった(図図図図 1)。

採水・採泥と同時に、図図図図 1 に示した地点で、多項目

水質計(HYDROLAB DS5X)を用いて pH、DO、EC、

濁度、Chl.a等の水質計測を行なった。 

2.3 室内実験方法 

実験供試材料のセキショウモは、遠賀川で採取し

た。強化ガラス水槽（容量30 L）に重さ20、0、20、50、

200、500±0.5 gのセキショウモをそれぞれ量り分け、

No.0～No.5の6個の水槽の中心地点に入れて、温度

24℃の恒温室に設置した。光条件は12 h明12 h暗

（3400 lux）に設定した。各水槽の培養液は水道水を

用い、DTNを約3.5 mg/L、DTPを約0.2 mg/Lになるよ

うにKNO3、NH4Cl、

KH2PO4 を入れ調整し

た。同時に福岡県筑紫

野市のため池より採取

したアオコを

Microcystisの細胞数が

約100,000cells/mLに 

図図図図1 太湖における調査地点  なるように接種し

て6処理区を設けた。この時、No.0にはアオコを入

れなかった。実験期間は15日を設定し、3日間隔

でpH計測および水試料の採取を実施し、採取水

試料のChl.a、DTN、DTPの分析を行った。また、

実験開始および終了時に、水中およびセキショ

ウモに付着した微生物の同定を行い、細胞数を

決定した。 

3 太湖流域の水環境変遷分析 

3.1 社会経済概況の分析 

2005年の太湖流域の総人口は 4533万人で、人口密

度は 1000人/km2に達している。都市部人口は 3065万

人、農村部人口は 1467万人で人口都市化率は 67.6％

であった。1980年～2007年の 28 年間には、都市部

人口のみで約 3800万人が増加していた。また、一人

当たりの GDPは国内の平均値の 3.4倍である。太湖

流域の工業化及び都市化の発展はめざましい現状で

ある。 

3.2 太湖水質の変遷分析 

80年代初期においては、太湖の水質は良好で中富

栄養状態であり、飲用水源地の水質基準と同程度の

水質となっていた。中栄養状態の面積は 83％で、中

富栄養状態の面積は 16.9％であった。しかし、80年

代以降の20年間に渡って太湖の水質悪化が進行し太

湖全体が富栄養状態となった。今回の現地調査では

Chl.aが最大19.3µg/Lとなったことなどで富栄養状態

が示された。 
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4 室内実験結果と考察 

4.1 水質測定結果 

図図図図2～5にセキショウモとアオコを共存させた水槽

溶液の水質の経日変化を示す。 

 

 

 

 

pH は 6.5～9.1の範囲で、水草のみの No.0区とア

オコが最も増加した No3.区では上昇傾向が示された。

Chl.aは No.3 区を除き、すべての処理区で処理前よ

り減少した。また、DTN と DTPは、水草が安定生育

した 6～9日目までは、水草設置量が多い No.4,5区で

他区より大きな減少傾向を示した。 

4.2 植物プランクトンの測定結果 

 植物プランクトンの計測結果を図図図図 6 に示した。 

 

No.1、2においてアオコの数量は実験開始時より

減少したが、これは浮遊珪藻の Nitzsthia sp.が増殖し

たことが要因の一つであった。Nitzsthia sp.はセキシ

ョウモ付着藻類として優占する珪藻類(Cocconeis 

sp.)との競合関係が示唆され、Cocconeis sp.の存在量

が多い No.3～5 では Nitzsthia sp.は増殖しなかった。

この浮遊珪藻の影響の少ない No.3～No.5 において

は、水生植物によるアオコの抑制効果が気体通りに

観察され、セキショウモの量が多いほど植物プラン

クトンの量は減少した。予想に反してアオコが減少

した系(No.1,2)において、前述のように浮遊珪藻の影

響が強く示唆された。逆にこのことはアオコの応用

生態工学的制御の一つの可能性を考える上で重要な

情報である。 

5 結論 

著しく富栄養化した太湖において大量のアオコが

発生しており、社会問題化している。長期的な視点

からは、水生植物帯の保護や再生がアオコ発生の抑

制をもたらすものと期待し、室内実験を行った。 

アオコ-浮遊珪藻-付着珪藻の複合相互関係を明確化

することは生態学的な価値があり、アオコ対策の面

でも応用できることが示された。浮遊珪藻によるア

オコ抑制がなく、かつ水生植物が少ない系(No.3)では、

植物プランクトンの多様性が低く、アオコが優先し

た。植物量の増加に応じてアオコ抑制が生じたが、

その原因解明とも合わせて、応用生態工学的な抑制

手法上の重要性を実験的に再評価する必要がある。 
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図図図図2　pHの変化
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図図図図3 Chl.a 含量の変化
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図図図図4　DTNの変化
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図図図図5　DTPの変化

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0日 3日 6日 9日 12日 15日

時間

D
T
P

(m
g
/L

)

No.0 No.1

No.2 No.3

No.4 No.5

図図図図6　水槽溶液内の植物プランクトンの総細胞数の変化
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